

























〔討 議〕 今日の間蔑-- ｢深刻化 しつつある耐性菌問題｣
司 会 相 田
話 題 提 供
































2. 中 井 準 (京大結研内科学第 1)
耐性肺結核患者の疫学的検討
結核療養施設に入院 している肺結核患者の耐
性を知るため,A,Bの2つの施設で昭和38年,
昭和39年に一一度で も晴疾【=恒こ結核菌を噛出し,
その耐性検査成績の判明 しているものについて
調査 した｡その年度中に何回 も耐性検査を行な
ってある症例については,最新の検査成績をと
った｡
SMIOγ完全耐性,又は 107及び 100γ不完
全耐性,PASlγ完全耐性,又は 1γ及び 10γ
不完全耐性,INH lγ完全耐性,又は 1γ及び
5γ不完全耐性それぞれ以上を耐性 とすると,
A,B両施設とも70-75% がいづれかの薬剤に
耐性であった｡また,SM,PAS,INHの3剤 と
もに耐性を示 したものが約20-30%あった｡こ
れら症例のうちから未治療で入院 したものを除
くと,どれか 1剤以上に耐性のものは約85-90
%,3者耐性株は約25-40%にみ られた｡
未治療患者の耐性については､京大結研及び
14の研究協力施設に入院 した未治療肺結核患者
について､昭和32年から昭和36年までは各施設
での耐性検査成績を集計 し,昭和37年からは,
菌株を京大結研に集めて耐性検査を行なった｡
この成績によると,菌株を京大結研に集めて耐
性検査を行なった昭和37年,38年には,耐性菌
の頻度がそれ以前の集計より低下 しているが,
一般に耐性菌の頻度は年 々増加の傾向がみられ
